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音響特徴量による豚の体内伝導音の評価での罹患判定が示唆された
ウェーブレット変換による体内伝導音からの生体情報の抽出を確認した

結言
本研究は農研機構生研支援センター「革新的技術
開発・緊急展開事業 (うち人工知能未来農業創造
プロジェクト)」の支援を受けて行った
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緒言

罹患個体
の看過

罹患個体
の看過

農場の大規模化が進行

個体管理
が困難

疾病の蔓延，重症化

効率的な罹患個体の
早期発見手法の検討

• 個体別での監視システム
• 音響特徴量による罹患判定
• 生体情報の測定

体内伝導音収録システム

 監視対象外個体に起因する音
 豚舎外の環境音 etc…

体内伝導音を無線で
収録するシステムを提案

体内伝導音を無線で
収録するシステムを提案

豚舎における
群飼豚のモニタリング

 個体毎の監視
 騒音環境下

ピエゾセンサを用いて体内伝導音を採取

音響特徴量による解析

Significance level **:1%

接種前後の音響特徴量に有意差あり

生産者や獣医師にとって
呼吸音の変化は重要な指標

音響特徴量による
罹患判定

供試豚 : SPF豚 LWD種 5週齢 4頭 (感染成立は2頭)
接種ウイルス : PRRS* ウイルス Kagoshima株
収録サイクル : ウイルス接種前日，接種3, 5, 7, 10日後
音響特徴量 : ゼロクロス，MFCC** 13次元

* PRRS : Porcine Reproductive and Respiratory Syndrome (豚繁殖・呼吸障害症候群)
** MFCC : Mel-Frequency Cepstrum Coefficient (メル周波数ケプストラム係数)

Before inoculation 7 days after inoculation

生体情報の抽出

バイタルサインによる
豚の健康状態の把握

ウェーブレット変換による
生体情報の抽出

体内伝導音

呼吸音

心音

供試豚 : SPF豚 LWD種 5週齢 1頭
収録条件 : 吸入麻酔下

呼吸回数，心拍数の抽出


